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STEP ９. 労働時間から支給額を計算する 

支給額は「労働時間」×「時給」で計算しますが、この表の労

働時間は時刻形式になっているので、このままだとシリアル値

で計算されます。 

「8：00」のシリアル値は「8/24」なので、この値を 10 進の時

間を表す数値に変換するにはシリアル値に「24」をかければい

いですね。 

 

1. 労働時間を 10 進の数値に変換しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ セル「G5」に「=F5*24」と入力

します。 

２ 「Enter」キーを押します。 

計算結果が時刻

の形式で表示さ

れてしまいまし

た。 

=F5*24 

時刻形式（シリアル値）を 10 進

の時間を表す数値に変換します。 
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2. 支給額を計算しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 図のようにセル「G5」の表示形式を「標準」に変更しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ セル「H5」に「=G5*$H$2」と

入力します。 

２ 「Enter」キーを押します。 

=G5*$H$2 

セル「H2」はコピーしてもアドレス

が変わらないように絶対参照にし

ましょう。 

 



Excel2019上級１ 

- 28 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 図のようにセル「F5～H5」を 35 行目までコピーしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支給額が計

算されまし

た。 

この例ではセル「G5」で労働時間

を 10 進の数値に変換しましたが、

次のように直接計算してもかまい

ません。 

=F5*24*$H$2 
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◼ 図のように「出社時間」「退社時間」「休憩」を入力しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 図のようにオートサムで各列 5～35 行の合計を求めましょう。 
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STEP １０. 24 時間を超える時刻の表示 

セル「F36」の労働時間の合計は「41：30」と表示するはずな

のに「17：30」と表示されています。時刻はシリアル値の小数

部分で表現されるため 1を超えたシリアル値は日付として処理

されます。 

しかし、セルの表示形式を細工すれば 24 時間を超える時刻を

表示することができます。 

1. 24 時間を超える時間を表示しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ セル「F36」を選択します。 

２ 「数値」の  をクリックし

ます。 
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３ 「ユーザー定義」をクリックし

ます。 

４ 種類を「[h]:mm」に変更しま

す。 

５ 「ＯＫ」をクリックします。 

「41：30」と

表示されま

した。 

 

 

[h] 24 時間を超える時間の合計を表示します。 

[mm] 60 分を超える分の合計を表示します。 

[ss] 60 秒を超える秒の合計を表示します。 

 

[h]:mm 
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STEP １１. 万年カレンダーを作る 

1. シートを用意しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. セル「E4」に DATE 関数を使って、セル「A1」とセル「A2」で

表した月の 1 日の日付を表示しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 新しいシートを追加し、シート

のフォントを「ＭＳゴシック」

フォントサイズを「14」にしま

す。 

２ データを入力します。 

１ セル「E4」に「=D」と入力しま

す。 

３ A 列～G 列の列幅を「11.50（97

ピクセル）」に変更します。 

２ 「DATE」が選択されているのを

確認して、「Tab」キーを押しま

す。 
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DATE 関数が

入力されま

した。 

３ セル「A1」をクリックします。 

４ 「,」（カンマ）を入力します。 

=DATE(A1, 
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８ 「Enter」キーを押します。 

５ セル「A2」をクリックします。 

６ 「,」（カンマ）を入力します。 

７ 「1)」と入力します。 

=DATE(A1,A2, 
 

=DATE(A1,A2,1) 
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3. セル「E5」にセル「E4」の日付の曜日を表す数字を求めましょ

う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その月の最初

の日付が表示

されました。 

１ セル「E4」に「=W」と入力し

ます。 

２ 下向きの矢印キーを押して

「WEEKDAY」を選択します。 

３ 「WEEKDAY」が選択されている

のを確認して、「Tab」キーを

押します。 


